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ト 長い夜の夢

一一日本システムのTQA― ― 森 一久
よくも続 くもの、と嫌になるくらい連口のようII新聞紙上を賑わ

・
ク「不祥事」や責任者の

「謝罪」。その中には、最近:総理大臣 t:取り違え_た ような、日本の社会が遅まきながら,近

ftイヤ:ヒノた故に表面化したものも有るけれども、かなりの部分は、日本が国際社会の中で一

人前に生さていくうえ_で避けて通れない、「日本システノ、」の総点検という大波に洗わね′

て露呈 L′ た恥部といえよう。

その日本シテムの再構築のため、各種の「改革」が議論が花盛りであり、行政改革では三.

十もあった省庁を十二にスリムにしようとか、財政改革では2608年 までに赤字国債を
ゼロするといった、従前に比べれば極めて革新的な手I登が論じらわ′ている。 L′ かし,、 そ′与

な改革はいずれ,も、国民の各界 。各層に大きな痛みを強いざるをえ;じ t,ヽ tiのでと:る _上、そ

の痛みは、とて t)公平にとか万遍なく、というわけには行かないものばかり。さらに、改

革の実行に当たる人の大部分は、在来の t/ス テ.と、の中をのこ′上がった方々で、その品格が

冒頭で述べた様な体たらくでは、日本システムの改造は容易なことではない。

頭みれば品質録証 ID最初 :よ、ハードの管理によって生産品の品質を確実なもα)に こ′ようとニ

す・る努力から,妊)ま り、それが全社的品質管理TQCな どを1径て今日の品:質保証QAへ と発
展するにつれて、ソフトは勿論、関与する人間をも視野にいれた総合的なものへと脱皮 )

発展ヒ′てきた。・そして最近は国際的に、組織全体を対象するものへと進 t,う としている。

新 し́い日本システムでは、その節々で大切な役目を担う方々が、国際的にまた社会的に3Fri

鮮な感覚に富み、国民が手本にするに足りるだけの品性を備えているこが前提となるこ`L

tま明らかである。

そこで、このよ.う な「品性」を保証する上で、QAの経験や手法が、なにか役立たないも
lЭか、というのが、長い夜の続 くにはん0-隅で見た、私の夢である。


